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1．はじめに

　調理に生野菜類を使用することは，栄養分を摂取することばかりでなく，料理の視覚的

な彩り，盛り合わせ，新鮮さを与える。これらの野菜は水分を多く含み，ミネラル類やビ

タミン類に富んで中でも多くのカリウム（k）が含有されている。また，果物も多くの水分

を含むとともにミネラル類やビタミン類が豊富で，適量の甘みや酸味を有し，嗜好的性格

を持っ食品である。現在，腎不全で人工透析を受けている患者の中には，高カリウム血症

を避けるために生の野菜や果物を食することを制限されている人が少なくない。これらの

患者に野菜の調理を提供する場合は野菜を湯出ししてから食事に供しているのが現状であ

る。しかし，この方法では野菜特有の色合い，外観，風味，テクスチャーなどが損なわれ，

食欲増進や食べる楽しみが抑えられる。本報では，腎臓病の透析患者に食生活に関するア

ンケート調査を実施し，食したい食品の中で，野菜と果物の中からカリウムを除去する方

法を検討した。

2．食生活のアンケート調査

　a）調査対象者

　藤田保健衛生大学において，腎不全で透析治療している入院患者，および通院患者を対

象とし平成5～7年の3年間にわたって実施した。対象人数は男性28名，女性25名の合計

53名。平均年齢は59歳であった。

b）調査項目

食生活に関する26項目のアンケートを行った。（表1）

c）調査結果

日常の食事については，朝食，昼食，夕食ともにほぼ満足しており，食欲についても旺
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表1　食生活に関するアンケート　
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表2　食品の嗜好

盛であった。また食欲をそそるものとして思いつくものについては，刺身，煮物，麺類な

どがあげられた。これは年代的な嗜好が関与していると思われる。

また好きな食品については，果物，野菜，御飯，いもなどが特に好まれており，タンパク

性食品も好まれた。嫌いな食品については，菓子，酒が挙げられ，ジュースについては好

きと嫌いがほぼ半々であった。特に食べたい食品については，果物が多かった。

野菜と果物についての問いに対しては，野菜についてはほぼ半数以上の人が好きであると

答えており，トマト，胡瓜，キャベツは食べたいと答える人が多かった。（表2）

　また野菜をどのようにして食べるのが好きであるかとの問いについては，煮ると答えた

人が多く，次いで生で食したいと答えた人が多かった。果物については，大変好きである

と答えた人が多く，苺，西瓜，梨，メロンが特に好まれ，西瓜は食したいと答えた人が多

かった。果物は生で食したいと答えた人が多かった。果物のみずみずしさと甘さ，口当た
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りが良いという点で，食後のデザートに食べるという人が多かった。

3．野菜，果物からのカリウム除去方法

　試料は，生で食される野菜と果物5種類および市販果物ジュース4種類とした。（表3）

試料調整は，野菜と果物については，流水で1時間洗浄したのち，皮むき，切断，重量を

100gに調整した。なお切断方法は表4に示すとおりである。その後に試料を各種有機酸

（酢酸，マロン酸，くえん酸，アスコルビン酸，こはく酸乳酸）または，各種酢（米酢，

リンゴ酢，ワインビネガー，穀物酢，食酢）の溶液100mlに浸漬した。それぞれの溶液の

濃度は，0．5％および1．0％とした。また，イオン交換樹脂100gと蒸留水200mlを混合した

ものにも浸漬をした。浸漬時間は1～6時間とし，浸漬した野菜と果物をとりだし，粉砕

した後5gを秤量，10倍に希釈をした。イオン強度調整剤ISA－K（TOR　Electronics　Ltd）5

mlを加え，20～28℃に温度調整をしながらスターラーで撹拝した。調整後，東亜電波株

式会社製のイオンメーター　IM－40Sを用いてカリウム溶出量を測定した。また，市販の果

物ジュース4種類および粉砕後ジュースにしたキウィフルーツと，西瓜については，重量

を100gに調整にした後，日研化学製カリメート（ポリスチレンスルホン酸カルシウム），

イオン交換樹脂を混合，放置をし，前述と同様にイオンメーターを用いてカリウム溶出量

を測定した。

表3　試料の種類
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表4　試料の切断方法

4．結果，考察

　a）各種有機酸によるカリウム除去の試み

　図1は，りんご8分割，胡瓜16分割，西瓜10分割，キウィフルーツ4分割，プリンスメ

ロン8分割のカリウム溶出量の経時的変化を示した。この方法で顕著にカリウムが除去さ

れたものは，キウィフルーツであった。0.5％，1．0％溶液ともに浸漬時間6時間において

乳酸により，ほぼ100mg／100gの溶出量であった。次にプリンスメロンでは，どの有機酸に

ついても時間とともに溶出量の伸びがみられ，0．5％，1．0％溶液ともに浸漬時間6時間に

おいて乳酸,マロン酸による溶出量がほぼ80mg／100gであった。西瓜については，こはく

酸が他の有機酸とはやや異なった変化を見せているが，溶出量は平均して30～40mg／100g

であった。胡瓜については，各種有機酸によつて溶出量に幅があり，乳酸が1．0％溶液，浸

漬時間2時間において59mg／100gを示した。また，溶液濃度や浸漬時間の経時的変化がほ
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リんご（0．5％溶液） リんご（1，0％溶液）

胡瓜（O，5％溶液） 胡瓜（1．0％溶液）

西瓜（O．5％液） 西瓜（1，0％溶液）
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キウイフルーッ（0．5縮液） キウイフルーツ（1．0熔液）

プリンスメロン（0．5％溶液） プリンスメロン（1.O％溶液）

図1　各種有機酸によるカリウム溶出量の経時的変化

とんど見られなかった。りんごについては，どの有機酸についても同様の変化であり，溶

出量も乳酸が1．0％溶液において，浸漬時間6時間で49mg／100gにとどまった。各種有機酸

によるカリウム除去では，溶液濃度によるカリウム溶出量の差はほとんどなく，浸漬時間

とともに伸びはみられるものの大きな変化は見られなかった。キウィフルーツ以外は各試

料とも有機酸の種類を総体し，約50％のカリウム除去が可能であった。

　　　　　　　　　、

　b）切断方法の違いによるカリウム除去の試み

　りんごおよび胡瓜の切断方法の違いによるカリウム溶出量を図2に示した。

　浸水液は前述の結果を踏まえて，0.5％溶液の有機酸6種類を用いた。りんごは4等分，

いちょう切りとし，胡瓜は輪切り，千切りとした。りんごではいちょう切りにすることに

より溶出量が多くなり，酢酸で平均33mg／lOOgであった。りんごの場合，切断方法による

溶出量の差が若干しかみられなかった。胡瓜では千切りにすることにより溶出量が多く，

特に乳酸では，55mg／lOOgであった。逆に輪切りにしたものをアスコルビン酸に浸漬した

場合，溶出量が10mg／100gと少なかった。切断方法によって，カリウムの溶出量は変化す

ることが分かった。
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4等分　いちょう切リ

胡　瓜

りんご

輪切リ　千切り

図2　切断方法の違いによるカリウム溶出量

　c）各種の酢によるカリウム除去の試み

　図3は，りんごと胡瓜を5種類の酢を用いてカリウム溶出量の経時的変化を示した。

　りんごは8等分，4等分，いちょう切りとし，胡瓜は16等分，輪切り，千切りとした。

りんごでは，切断方法の違いによって各種酢によるカリウム溶出量に差はみられなかった。

また，酢の種類による差もあまりみられず，平均して溶出量は20～30％にとどまった。胡

瓜についてはどの切断方法においても酢の種類にかかわらず，浸漬時間が長くなるにした

がってカリウム溶出量はゆるやかな伸びであった。カリウムの溶出量も大変多く，カリウ

ムの除去に効果があると思われる。特に輪切りおよび千切りでは，浸漬時間6時間で溶出

量が約90～100mg／100gと高い値を示した。しかし酢の種類による差はほとんどなかった。
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図3　各酢の種類によるカリウム溶出量

一49



中野典子・宇野良子

　d）市販ジュースおよびキウィフルーツ，西瓜ジュースからのカリウム除去の試み

　図4は，市販ジュース4種類とキウィフルーツと西瓜を粉砕後ジュースにし，搾汁のみ

で無操作，イオン交換樹脂およびカリメートを使用してカリウムの除去を試みたものを示

した。カリメート（ポリスチレンスルホン酸カルシウム）とは，微黄色から淡黄色の粉末

で，におい，味はなく，服用すると消化，吸収されることはなく，腸管内，殊に結腸付近

で本剤のカルシウムイオンと腸管内のカリウムイオンが交換されて，ポリスチレンスルホ

ン酸樹脂としては何ら変化を受けることなしに糞便中に排泄される。その結果腸管内のカ

リウムは体外へ除去されるものである。腎臓病患者に対しては，血清カリウム抑制剤とし

て広く使用されているものであるので，カリウム除去の試みとして使用した。カリメート

を使用した場合，市販の4種類のジュースについては全てオレンジジュースであるので溶

出量の差はほとんどなく約40～50mg／100gであった。西瓜ジュースは溶出量が15mg／100g

と少なかった。またキウィフルーツジュースは，33mg／100gの溶出量であった。イオン交

換樹脂を使用した場合については，カリメートを使用した場合とほとんど同様の結果であっ

た。

無操作

カリメート

イオン交換樹脂

図4　市販ジュースと生果実ジュースのカリウム含有量

5．要　　約

1）食生活アンケートの実施によって，腎臓病透析患者がカリウム含有量の多い野菜や果

物を生で食したいことが見られた。

2）各種の有機酸溶液に浸漬することにより，カリウムを除去する試みではキウィフルー

ツに効果があった。カリウム溶出量は溶液濃度による差はほとんどなく，浸漬時間が長

ければ溶出量も増す傾向であった。

3）野菜，果物の切断方法の違いによるカリウム溶出量の変化では，りんごでは若干の差

　しか認められなかった。胡瓜にっいては大きな効果は認められなかったが，切り方の違

いによってカリウムの溶出量に差があることが認められた。

4）各種の酢を用いたカリウム除去の試みについては，胡瓜に顕著な効果が認められ，カ
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　リウムの溶出量も大変多い結果であった。しかしりんごについては，効果は若干しか認

　められなかった。

5）ジュースから，カリメートを使用したカリウム除去については，市販のオレンジジュー

ス4種類はカリウムの残存率がほぼ67～71％であった。西瓜とキウィフルーッジュース

については残存率86～88％であり，ほとんどカリウムが除去されなかさった。

6．まとめ

　本報では，透析患者が厳しい食事制限の中で生で食したい野菜，果物から，より生に近

い状態でカリウムを多く含む食品を食すことが出来ないであろうか。と考えて検討を行っ

た。今回は各種の浸漬液によりカリウムが除去されることが分かったが，たとえば実用的

に食用として用いられる有機酸は限られ，長時間の浸漬によりカリウムが除去されていて

も色，におい，食味などが損なわれない工夫を検討しなくてはならない。またカリメート

を使用した場合についても同様の検討が必要である。今後は官能検査を含めた追求を進め

ていく方針である。
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